
赤十字講習会＆
防災セミナーの

〇基本的な感染対策の徹底をお願いします

〇実施再開する講習プログラム（令和４年３月１日～）

感染拡大防止と安全のため、受講者同士の接触を伴う項目は実施しません。

感染症対策
日本赤十字社沖縄県支部では、新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するため、
感染対策を徹底した上で、赤十字講習会および防災セミナーを実施します。
依頼をいただく場合は、下記内容をご理解の上、ご協力お願いします。

（裏面も必ずお読みください）

手指消毒 体温・体調管理 マスク着用 ３密防止

講習の種類 開催 プログラム内容

救急法短期講習
（オンライン・対面）

２時間以内
◎

動画やスライドを活用した学習
ＡＥＤ・心肺蘇生（人工呼吸禁止）
きずの手当て、止血など（接触しない実技に限る）

救急法基礎講習
４時間

✖ 再開見合わせ（感染状況により段階的に再開判断）

各種養成講習
３～４日間

✖
当面は再開予定なし（接触が多く集合時間が長いため）
（救急法救急員、水上安全法救助員、健康生活支援講習支
援員、幼児安全法支援員）

防災教育 プログラム内容

災害への備えなど
動画やスライドを活用した学習
個人のワークシート（グループワークを除く）

青少年赤十字防災教育プログラム

まもるいのちひろめるぼうさい
動画やスライドを活用した学習
個人のワークシート（グループワークを除く）

感染症対策については、感染症の流行状況や国や県の方針をうけて、必要に応じて見直しを行います。

令和４年２月２１日更新 日本赤十字社沖縄県支部



〇参加者（指導員を含む）の守るべきこと

手指消毒の徹底
マスクの着用
体温の測定
名簿の記入

〇主催者（依頼団体）の守るべきこと

「参加者の皆さんへのお願い」（別紙１）の事前配布
手指消毒設備の設置
参加者の体温測定
参加者の名簿管理
３密（密集、密接、密室）の防止対策

・人と人の距離を確保する（２ｍ程度）
・訓練マネキン１体につき原則１人～２人まで
・会場規模にあわせた人数の制限
・換気の実施（２方向以上の窓や扉を開放）
・マイク音響等の手配（必要に応じて）

〇感染対策が十分でない場合は開催を見送ることがあります。

〇参加者から陽性者が発生した場合の協力

・１週間以内に参加者から陽性者が発生した場合は直ちに
赤十字沖縄県支部へご連絡ください。
・陽性が判明した方の氏名や連絡先などをお伺いする場合
があります。
・他の受講者への連絡は主催者（依頼団体）が行います。
・濃厚接触の判断などは保健所の指示をうけてください。

赤十字講習会＆防災セミナーの感染症対策 日本赤十字社沖縄県支部

以下に該当する方は受講できません。
・基本的な感染対策ができない方
・濃厚接触者に認定されている方
・少しでも体調が悪い方（微熱、のどの痛みなど）

新型コロナの流行が再拡大し、医療ひっ迫が発生した場合は講習を
中止する場合があります。また、沖縄県コロナ対策本部より支援要請
がある場合にも一部講習事業を中止・延期する場合があります。皆様
の健康と安全を守る活動に取り組んでおりますのでご理解とご協力を
お願いいたします。

赤十字沖縄県支部の
コロナ支援活動報告

https://www.jrc.or.jp/chapter/okinawa/apeal/pdf/20220118-378e12e7836d55a2c7aa1d8fefb177701047c43b.pdf

